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令和5年9月定例会の会期予定は9月22日（金）から10月13日（金）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。
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「埼玉県議会」ホームページはこちら▶

県議会公式
Twitter

県議会の最新情報を発信します。議会だよりをスマホで読めます。

令和５年5月臨時会・６月定例会報告号

主 な 内 容

題字 埼玉県立大宮光陵高等学校 ３年生 須永 もも香 様

◆一般質問
2･3 面

◆シェイクアウト埼玉
◆議長あいさつ
◆５月臨時会の概要
◆６月定例会の動き
◆６月定例会の議決の概要

1 面

◆埼玉県議会議員名簿
4･5 面

◆委員会リポート
◆意見書・決議
◆主要会派から
◆県議会クイズ
◆Twitterフォロー
     キャンペーンを開催中！

6･7 面

◆議長・副議長に聞く
◆シェイクアウト埼玉（参加登録）
◆フォトコンテスト作品募集中！

8 面

埼玉県議会議長

立石泰広

埼玉県議会副議長

岡田静佳

　
第
１
２
７
代
埼
玉
県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
立
石
泰
広
で
す
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
埼
玉
県
議
会
の
議
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
本
県
議
会
に
お
い
て
も
、
３
年
以
上
に

わ
た
り
対
応
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

５
類
移
行
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
も
、
再

度
の
感
染
拡
大
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
県
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
私
た
ち
が
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、

諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
「
埼
玉
県
議
会
業
務
継
続
計
画
」
の
実
効

性
を
確
保
す
る
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
非
常
時
に
お
け
る
議
会
機
能
の
継
続

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
県
議
会
が
そ
の
役
割
と
責
務
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
公
平
、
公
正
か
つ
円
滑
な

議
会
運
営
に
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
県
議
会
に
対
す
る
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

6月定例会の議決の概要
●知事提出議案

●埼玉県税条例の一部を改正する条例
●埼玉県公安委員会等が行う事務に関する手
   数料条例の一部を改正する条例
●埼玉県高齢者、障害者等の移動等の円滑化
   の促進に係る信号機等に関する基準を定め
   る条例の一部を改正する条例
●工事請負契約の変更契約の締結について（社
   会資本整備総合交付金（河川）工事 （庄兵
   衛堀川・導排水路工））
など６件を可決、そのほか６件に同意

●議員提出議案
●豪雨災害対策の更なる推進を求める意見書
●アスベスト対策の拡充を求める意見書
●少子化対策における児童手当拡充に関する
   意見書
●北朝鮮による弾道ミサイルの発射に重ねて
   断固抗議し、制裁措置の厳格な履行等を求
   める決議
 など15件を可決

議
長
あ
い
さ
つ6 月定例会の動き

　4 月の県議会議員選挙後の新たな県議会構成を
決めるため、5 月 23 日（火）から 5 月 24 日（水）
までの２日間にわたり開かれました。当日は、議長、
副議長選挙のほか、各委員会の委員の選任などが
行われました。また、補正予算なども審議され1
件を可決、1 件を承認、2 件を同意しました。

条例などの議案および請願の審査などが行われまし
た。

常任委員会6月23日・7月3日

　（6 面）

付託案件の審査が行われました。

特別委員会7月5日
　（6 面）

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われま
した。

閉会日7月7日

15 人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議がなさ
れました。
19 日に提案された一部議案については、急を要するた
め、23 日に常任委員会で審査が行われ、27 日に委員
長報告を経て、採決が行われました。

一般質問6月23日・26日～29日

　（2・3 面）

知事提出議案について、知事から提案説明が行われま
した。

6月19日

プレゼント付き！

5 月臨時会の概要

6月19日（月）から7月7日（金）までの19日間にわ
たり開かれました。

参加申し込み方法など
詳細は8面へ

シェイクアウト
訓練のあとは

参加をしませんかに

県内一斉防災訓練実施のお知らせ

関東大震災から100年、
埼玉県議会では、地域の皆さまを代表する埼玉県議会
議員が県民、企業、団体の皆様に訓練参加への呼びかけ
を行い、シェイクアウト埼玉を行います。
訓練へのご参加、よろしくお願いします。　

埼玉県議会主催

県議会マスコット
「ポッポ」

開会日
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一般質問
　6月定例会の一般質問は、6
月23日から行われました。15
人の議員が質疑・質問を行い、
活発な論議が行われました。白根大輔

（民主フォーラム）
中屋敷慎一
（自民）

6月 23日（金曜日）

権守幸男
（公明）

金野桃子
（県民）

尾花瑛仁
（自民）

6月 26日（月曜日）

松本義明
（自民）

伊藤はつみ
（共産党）

鈴木まさひろ
（自民）

6月 27日（火曜日）

森伊久磨
（自民）

議員提案政策条例

人権

保健・医療

災害対策

教育

福祉 交通

先
進
的
な
議
員
提
案
政
策
条

例
を
制
定
し
て
も
、
周
辺
の

都
県
に
広
が
ら
な
け
れ
ば
効
果
と

し
て
不
十
分
。
横
展
開
が
必
要
な

取
り
組
み
を
九
都
県
市
首
脳
会
議

な
ど
の
場
面
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
議
員
提
案
政
策
条
例
を

根
拠
と
す
る
取
り
組
み
は
、
ど
の

よ
う
に
推
進
さ
れ
て
き
た
の
か
。

今
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し

て
い
る
が
、
今
後
、
性
の
多
様
性

を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
を
ど
う

進
め
る
の
か
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
申
請
時
に
来
庁
せ
ず
に
電

子
申
請
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、

公
営
住
宅
の
入
居
資
格
を
認
め
る

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
の

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

昨
年
の
６
月
議
会
で
地
域
枠

の
定
数
増
と
奨
学
金
を
月
額

２５
万
円
ま
で
上
げ
る
こ
と
、
選
択

科
目
を
小
児
科
・
産
科
・
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
に
脳
外
科
と
一
般
外

科
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

知
事
は
２
期
目
の
公
約
と
し
て
、

医
療
人
材
を
確
保
す
る
た
め
奨
学

金
制
度
の
拡
充
を
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

公
立
高
校
で
は
、
端
末
の
金

額
や
仕
様
が
統
一
さ
れ
て
お

ら
ず
、
学
校
ご
と
に
端
末
を
整
備

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

教
育
の
標
準
化
が
担
保
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
保
護
者
負
担
の
大
き

い
高
額
な
Ｌ
Ｔ
Ｅ
端
末
は
必
要
な

の
か
、
必
要
な
ら
ば
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
な
る
工
夫
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
。

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
宣
言
」に
共
感・

賛
同
し
、
自
ら
も
取
り
組
む
自
治

体
な
ど
を
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
知
事
も
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
宣
言
」
を
し
て
は
ど
う
か
。
市

町
村
や
企
業
と
連
携
し
て
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
埼
玉
」
と
し
て
県
全

体
で
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

医
療
の
地
域
偏
在
や
診
療
科

偏
在
な
ど
の
改
善
の
た
め
、

Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
‐
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
※
1
）
な

ど
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
医
療

資
源
を
積
極
的
に
効
率
利
用
す
べ

き
。
将
来
は
、
診
療
科
ご
と
に
体

系
化
さ
れ
、
複
数
の
拠
点
と
病
院

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
巡
ら
さ

れ
た
状
態
を
目
指
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

６
月
２
日
か
ら
の
大
雨
で
道

路
冠
水
、
農
業
被
害
等
が
発

生
し
た
。
ま
た
、
床
上
浸
水
し
た

住
戸
や
事
業
所
は
多
数
に
上
る
。

埼
玉
県
・
市
町
村
被
災
者
安
心
支

援
制
度
は
、
地
震
な
ど
を
想
定
し

た
建
物
被
害
へ
の
制
度
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
を
床

上
浸
水
ま
で
拡
大
し
た
給
付
制
度

を
作
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

浦
和
美
園
か
ら
岩
槻
ま
で
の

区
間
の
延
伸
に
つ
い
て
、
さ

い
た
ま
市
長
が
、
令
和
５
年
度
中

の
鉄
道
事
業
者
へ
の
要
請
を
表
明

し
、
大
き
く
動
き
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
。
岩
槻
ま
で
の
延
伸
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
は
、
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
蓮

田
ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て
知
事
の

決
意
を
伺
う
。

水
害
対
策
は
前
進
し
て
い
る

が
、
線
状
降
水
帯
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
発
生
に
よ
り
、
東
部
地
区

で
は
過
去
最
大
に
等
し
い
冠
水
が

発
生
し
た
。
内
水
対
策
は
市
町
村

が
担
う
が
、
こ
れ
ら
の
気
候
変
動

を
踏
ま
え
る
と
、
排
水
機
場
増
強

や
水
路
改
修
な
ど
に
対
し
て
、
県

と
し
て
関
わ
り
を
大
き
く
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

先
進
的
か
つ
九
都
県
市
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
効
果
的
な
も
の
は
、
会
議
の
場

で
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
、
議
員
提
案
政
策
条
例

に
関
係
す
る
計
画
の
策
定
、
予
算

措
置
や
人
員
配
置
な
ど
を
行
い
、

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
今

後
も
条
例
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、

県
議
会
と
も
連
携
し
て
い
く
。

「
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理

解
の
増
進
」「
相
談
体
制
の

整
備
」「
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」を
三
本
柱
と
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。
県
と
市
町
村
の
連
携

会
議
を
立
ち
上
げ
、
県
の
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
を
対
象
と
す
る
制
度
や
手
続
き

の
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み
が
広
が

る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。

奨
学
金
の
貸
与
枠
拡
大
が
医

師
確
保
施
策
と
し
て
最
も
効

果
が
高
い
と
考
え
る
。
増
額
に
つ

い
て
は
応
募
倍
率
が
高
い
こ
と
か

ら
、
当
面
は
現
行
の
貸
与
額
を
維

持
。
ま
た
脳
外
科
、
一
般
外
科
を

選
択
し
た
方
は
医
師
不
足
地
域
で

の
勤
務
が
返
還
免
除
要
件
と
な
る
。

引
き
続
き
、
地
域
枠
の
定
数
増
な

ど
で
医
師
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

全
校
共
通
の
教
育
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
標
準
的
な
教

育
を
担
保
し
て
い
る
。
通
信
環
境

の
な
い
校
外
学
習
な
ど
で
利
用
で

き
る
よ
う
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
端
末
を
整
備

す
る
学
校
も
あ
る
。
経
済
的
に
購

入
が
困
難
な
場
合
の
貸
出
用
端
末

も
整
備
し
て
お
り
、
分
割
払
い
な

ど
購
入
し
や
す
い
方
法
も
検
討
す

る
よ
う
学
校
を
指
導
す
る
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の

趣
旨
に
は
大
賛
成
で
あ
り
、

宣
言
も
近
々
行
い
た
い
。
企
業
、

県
民
な
ど
と
趣
旨
を
共
有
す
る
た

め
、
官
民
連
携
で
「
た
の
し
い
子

育
て
」
を
情
報
発
信
す
る
「
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス

タ
」
を
新
た
に
開
催
し
、「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」
の
機
運
を
醸
成

し
て
い
く
。

自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た

ま
医
療
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

５
病
院
が
連
携
し
て
コ
ロ
ナ
以
外

の
重
症
患
者
の
診
療
支
援
も
行
わ

れ
、
病
院
間
の
連
携
は
進
み
つ
つ

あ
る
。
新
た
に
４
病
院
を
加
え
て

カ
バ
ー
可
能
な
エ
リ
ア
を
広
げ
る
。

現
場
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
整
理
し
、

診
療
科
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

同
制
度
は
、
県
と
６３
市
町
村

の
合
意
に
よ
る
県
独
自
の
制

度
。
災
害
に
よ
る
全
壊
・
半
壊
が

支
給
対
象
だ
が
、
対
象
を
床
上
浸

水
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
全
市

町
村
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な

い
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

整
備
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
引
き
続

き
、
本
制
度
で
生
活
再
建
へ
の
支

援
を
継
続
す
る
。

浦
和
美
園
か
ら
岩
槻
間
を
先

行
整
備
区
間
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
事
業
の
実
現
可
能
性

を
高
め
る
た
め
、
さ
い
た
ま
市
と

共
同
し
て
、
需
要
予
測
調
査
な
ど

を
実
施
し
、
課
題
の
解
決
を
進
め

て
い
る
。
蓮
田
ま
で
の
延
伸
は
事

業
性
に
課
題
が
あ
る
が
、
地
元
市

と
連
携
し
、
課
題
の
克
服
に
向
け

て
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
く
。

内
水
対
策
に
課
題
を
抱
え

る
２０
市
１
町
と
そ
れ
ぞ
れ
河

川
・
下
水
道
事
業
調
整
協
議
会
を

設
置
し
、
下
水
道
整
備
と
連
携
し

た
対
策
を
実
施
。
一
方
、
想
定
を

上
回
る
降
雨
に
は
流
域
全
体
で
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
に
よ
る
流

域
治
水
協
議
会
で
関
係
者
が
協
働

し
て
流
域
治
水
を
推
進
し
て
い
る
。

議
員
提
案
政
策
条
例
に

つ
い
て

性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
社

会
づ
く
り
に
つ
い
て

市
町
村
の
内
水
対
策
へ
の
県

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

埼
玉
県
・
市
町
村
被
災
者
安

心
支
援
制
度
に
つ
い
て

地
下
鉄
７
号
線
の
蓮
田
延
伸

に
つ
い
て

医
師
不
足
と
知
事
公
約
に

つ
い
て

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
県
内
４

か
所
で
１
台
ず
つ
所
有
し
て

い
る
が
、
各
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
カ

バ
ー
す
る
エ
リ
ア
が
広
範
囲
な
た

め
、
県
内
全
域
で
命
の
安
全
・
安

心
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
命
と

く
ら
し
に
役
立
つ
医
療
体
制
を
実

現
す
べ
く
、
県
内
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入

を
働
き
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入
に
は
、

各
病
院
に
お
い
て
、
救
急
救

命
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
維
持
し
つ

つ
、
乗
車
す
る
人
員
の
確
保
が
必

要
と
な
る
た
め
、
運
転
手
の
経
費

や
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
・
医
療
機

器
の
購
入
費
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
る
。
未
導
入
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
周
知

し
、
丁
寧
に
意
見
交
換
し
て
い
く
。

県
内
各
地
域
へ
の
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

生
徒
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
環
境
整
備
に
つ
い
て

異
次
元
の
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣

言
（
※
２
）」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

医
療
資
源
の
効
率
利
用
に

つ
い
て

埼玉県議会のホームページで、質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 埼玉県議会 検索
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※1 　Tele - ICU
　集中治療専門医が常駐する支援センターと複数の医療機関のICUをネット
ワークで接続し、患者のバイタル情報やリアルタイム映像、電子カルテ情報を
共有することで、遠隔での診療を支援するシステム。　

※2 　こどもまんなか宣言
　こどもたちのために何がもっともよいことかを常に考え、こどもたちが健や
かで幸せに成長できるような社会の実現を目指す宣言。
　※なお、６月３０日に大野元裕知事は、「こどもまんなか応援サポーター」を
　宣言した。

※3　 渋沢栄一創業プロジェクト
　新産業の創出や地域経済の活性化を促進するため「渋沢栄一創業プロジェ
クト」と題し、日本経済の発展に大きく貢献した渋沢翁の理念を受け継ぎ、起
業家や起業希望者、ベンチャー企業を支援するプロジェクト。

※4 　物流の２０２４年問題
　働き方改革関連法によりドライバーの労働時間に上限が課されることで生
じる問題のこと。具体的には、ドライバーの時間外労働時間が年間960時間
に制限されることで、一人当たりの走行距離が短くなり、長距離でモノが運べ
なくなると懸念されている。さらに、物流・運送業界の売上減少、トラックドライ
バーの収入の減少なども考えられる。
　

※5 　スマート農業
　ロボット技術や情報通信技術（ICT）等を活⽤して、省力化・精密化や高品質
生産の実現等を推進している農業。

※6 　ICT
　「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の
略で、通信技術を活⽤したコミュニケーションを指す。情報処理だけではなく、
インターネットのような通信技術を利⽤した産業やサービスなどの総称。

●生物多様性の保全・回復について

●あと数マイルプロジェクト　日暮里・舎人ライナーの延伸について

●自転車乗用中のヘルメット着用について

●原市沼調節池を核とした賑わいづくりについて

●トイレにおけるベビーキープ・ベビーチェアの二重ロックについて

●知事公約・これからの 4 年にむけて　埼玉版スーパー・シティプロジェ

　クトの重要性

●聴覚障がい者の国際大会「デフリンピック」の成功に向けた支援と共生

　社会のさらなる推進　総合的見解と支援の在り方について

●高すぎる国民健康保険税を引き下げ、国保財政の健全な運営を図るため

　に　国保公費負担割合を増やすために

●リノベーションまちづくりの取り組みについて

●あらゆる人が生き生きと活躍できる居場所と社会の実現にむけて

●「ゾーン 30 プラス」の整備・拡充について

●さいたまスーパーアリーナの大規模改修　改修計画について

●知事公約・これからの 4 年間に向けた「子育て支援」について

●知事公約　これからの 4 年に向けて　アニメ観光の推進　メディア芸術

　ナショナルセンターについて

●新型コロナウイルス感染症への対応　自粛要請（BA.5 対策強化宣言）の

　検証について

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左の二次元コードからアクセスできます。

その他の主な質疑・質問

語 説用 解

県議会マスコット「ポッポ」

ぜひ、ご覧ください! !

武田和浩
（民主フォーラム）

柿沼貴志
（自民）

6月 28日（水曜日）

関根信明
（自民）

木下博信
（自民）

松井　弘
（自民）

6月 29日（木曜日）

日下部伸三
（自民）

環境

産業

農業

建
設
残
土
の
山
は
、
地
域
の

景
観
を
損
な
い
、
田
畑
に
悪

影
響
を
与
え
、
大
雨
が
降
れ
ば
土

砂
崩
れ
で
、
人
命
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
残
土
な
ど
の

山
が
で
き
な
い
よ
う
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
こ
の
よ

う
な
負
の
遺
産
を
減
ら
す
た
め
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

渋
沢
栄
一
翁
が
肖
像
の
新

一
万
円
札
が
来
年
度
発
行
に

な
る
が
、
県
は
機
運
の
盛
り
上
げ

に
ど
う
取
り
組
む
か
。
ま
た
、
渋

沢
栄
一
創
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
伴
走
型
の
創
業
支
援
や
、

起
業
家
や
異
業
種
企
業
が
交
流
で

き
る
場
を
つ
く
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

商
工
団
体
が
主
に
支
援
す
る

小
規
模
事
業
者
の
数
は
廃
業

や
閉
店
で
減
少
傾
向
。
商
工
団
体

に
加
入
し
な
い
事
業
者
も
少
な
く

な
い
。
大
型
店
・
チ
ェ
ー
ン
店
に

地
域
貢
献
を
求
め
て
加
入
を
働
き

掛
け
て
も
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

現
状
で
の
商
工
団
体
の
役
割
・
在

り
方
を
ど
う
考
え
、
県
と
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

狭
山
茶
産
地
の
維
持
発
展
の

た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
を
強
化
す
べ
き
。
県
茶
業
研

究
所
は
、
既
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
※
６
）

技
術
な
ど
を
生
産
に
活
用
す
る
実

証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成

果
を
生
産
者
へ
周
知
す
る
こ
と
が

重
要
。
実
証
試
験
を
始
め
た
背
景

は
何
か
。
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う

な
狭
山
茶
産
地
を
目
指
す
の
か
。

来
年
４
月
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
の
時
間
外
労
働
の
上
限
が

年
間
９
６
０
時
間
に
規
制
さ
れ
る
。

物
流
業
界
の
人
材
確
保
は
最
重
要

課
題
。
人
材
確
保
や
運
賃
・
料
金

の
適
切
な
価
格
転
嫁
を
求
め
る
取

り
組
み
、
配
達
員
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
の
県
民
へ
の

呼
び
掛
け
も
必
要
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

厳
格
な
審
査
や
現
地
確
認
な

ど
の
ほ
か
、
市
町
村
と
、
監

視
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

休
日
、
夜
間
は
民
間
警
備
会
社
が

監
視
す
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
１
１

０
番
で
県
民
か
ら
２４
時
間
３
６
５

日
通
報
を
受
け
付
け
て
い
る
。

違
法
に
山
を
作
っ
た
者
に
は
改
善

指
導
や
撤
去
な
ど
の
措
置
命
令
を

発
し
、
責
任
を
追
及
し
て
い
く
。

記
念
館
な
ど
を
訪
問
す
る
バ

ス
ツ
ア
ー
等
を
企
画
し
、
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
機
運

の
盛
り
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

創
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

交
流
の
場
と
な
る
サ
ロ
ン
を
令
和

６
年
度
に
開
設
す
る
。
サ
ロ
ン
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
起
業
家
や
異
業
種

企
業
の
交
流
を
促
進
し
、
経
済
の

活
性
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

商
工
団
体
は
、
事
業
者
支
援

や
行
政
を
補
完
す
る
役
割
が

求
め
ら
れ
る
。
支
援
機
能
を
強
化

し
、
必
要
と
さ
れ
る
組
織
と
し
て

地
域
経
済
を
支
え
て
も
ら
い
た
い
。

県
は
各
団
体
へ
の
人
件
費
補
助
や

会
員
の
増
加
数
な
ど
実
績
に
応
じ

た
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
効
果
的

な
補
助
制
度
に
つ
い
て
協
議
会
を

設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
気
象
状
況
下
で

も
的
確
な
茶
園
管
理
が
で

き
、
生
産
作
業
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
茶
園
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
、
生
産
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
気
象

条
件
下
で
も
お
茶
を
安
定
生
産
で

き
、
収
益
性
の
高
い
狭
山
茶
産
地

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

人
材
確
保
の
た
め
、
助
成
金

に
よ
る
支
援
や
面
接
会
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
少
な
い
人
員
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
業
務
の
効
率
化
も
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
標
準
的
な
運
賃
の

届
出
率
向
上
や
受
注
者
の
価
格
交

渉
を
支
援
。
さ
ら
に
、
置
き
配
な

ど
の
取
り
組
み
を
周
知
し
て
い
く
。

残
土
等
へ
の
対
策
に
つ
い
て

負
の
遺
産
を
減
ら
す
こ
と
に

つ
い
て

新
紙
幣
発
行
に
伴
う
県
の
対
応
に
つ
い
て

渋
沢
栄
一
創
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※
３
）

立
上
げ
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
商
工
会
・
商
工

会
議
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

狭
山
茶
振
興
と
ス
マ
ー
ト
農

業
（
※
５
）

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

（
※
４
）

本会議の様子

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。▶

ホームページで
ご覧になれます
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［選挙区図］

北選挙区

東選挙区

西選挙区 南選挙区

令和 5年 7月 26日現在

南第１区 草加市（定数3）南第２区 川口市（定数7）

蒲が
も
う生

　徳の
り
あ
き明

公
明

企
画
財
政
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

木き
の
し
た下

　博ひ
ろ
の
ぶ信

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
副
委
員
長

永な
が
せ瀬

　秀ひ
で
き樹

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員
長

山や
ま
ざ
き﨑

す
な
お

共
産
党

文
教
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

南第６区 さいたま市見沼区（定数2）

関せ
き
ね根

　信の
ぶ
あ
き明

自
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

小お
が
わ川

　寿ひ
さ
し士

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
保
健
医
療
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

藤ふ
じ
い井

　健た
け
し志

自
民

企
画
財
政
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
副
委
員
長

中な
か
む
ら村

　美み

か香

維
新

県
土
都
市
整
備
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

武た
け
だ田

　和か
ず
ひ
ろ浩

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

南第18区 新座市（定数2）南第19区 蕨市（定数1）

西第７区 川越市（定数4）西第８区 日高市（定数1）

南第21区 朝霞市（定数2）

南第13区 上尾市・伊奈町（定数3） 南第11区 さいたま市緑区（定数1）南第12区 さいたま市岩槻区（定数1）

高た
か
は
し橋

　政ま
さ
お雄

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

小こ
じ
ま島

　信の
ぶ
あ
き昭

自
民

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

戸と

の

べ

野
部
直な

お
の乃

公
明

福
祉
保
健
医
療
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

尾お
ば
な花

　瑛あ
き
ひ
と仁

自
民

企
画
財
政
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

町ま
ち
だ田   

皇こ
う
す
け介

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
教
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

南第20区 戸田市（定数2）

安あ
ん
ど
う藤

　友と
も
き貴

公
明

環
境
農
林
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

保ほ

や谷
　
　武た

け
し

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

金こ
ん
の野

　桃も
も
こ子

県
民

企
画
財
政
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

細ほ
そ
だ田

　善よ
し
の
り則

自
民

議
会
運
営
委
員
長

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

松ま
つ
い井

　
　弘ひ

ろ
し

自
民

議
会
運
営
委
員

総
務
県
民
生
活
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

西第３区 飯能市（定数1）

西第９区 毛呂山町・越生町・
鳩山町（定数1）

西第２区 入間市（定数2）

南第５区 さいたま市大宮区（定数1） 南第４区 さいたま市北区（定数2）

西第４区 狭山市（定数2）

松ま
つ
も
と本

　義よ
し
あ
き明

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

泉せ

ん

つ

い

津
井
京き

ょ
う
こ子

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

産
業
労
働
企
業
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

内う
ち
ぬ
ま沼

　博ひ
ろ
し史

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

東ひ
が
し
や
ま山

　
　徹と

お
る

自
民

文
教
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

中な
か
が
わ川

　
　浩ひ

ろ
し

改
革

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

渋し
ぶ
や谷

真ま

み

こ

実
子

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

小こ

や

の

谷
野
五い

つ
お雄

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

武た
け
う
ち内

　政ま
さ
ふ
み文

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

監
査
委
員

小お
が
わ川

　直た
だ
し志

自
民

総
務
県
民
生
活
副
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

長な
が
み
ね峰

　秀ひ
で
か
ず和

自
民

環
境
農
林
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

北第３区 深谷市・美里町・寄居町（定数3）

飯い
い
づ
か塚

　俊と
し
ひ
こ彦

自
民

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
長

図
書
室
委
員

小お
が
わ川

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

神か
み
お尾

　髙た
か
よ
し善

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

東第４区 久喜市（定数2）

西第11区 鶴ヶ島市（定数1） 西第10区 坂戸市（定数1）

高た
か
は
し橋   

稔と
し
ひ
ろ裕

自
民

環
境
農
林
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

千ち

ば葉   

達た
つ
や也

自
民

議
会
運
営
副
委
員
長

企
画
財
政
副
委
員
長

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

石い
し
か
わ川   

忠た
だ
よ
し義

県
民

環
境
農
林
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

東第８区 越谷市（定数4）

浅あ
さ
い井

　
　明あ

き
ら

自
民

文
教
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員
長

細ほ
そ
か
わ川

　
　威た

け
し

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
財
政
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

辻つ
じ

　
　浩こ

う
じ司

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
保
健
医
療
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

東第３区 加須市（定数2）

北第２区 本庄市・神川町・
上里町（定数2）

会派別所属議員数
会派名（略称） 議員数

埼玉県議会自由民主党議員団（自民） 58人
埼玉民主フォーラム（民主フォーラム） 12人
埼玉県議会公明党議員団（公明） 9人
無所属県民会議（県民） 7人
日本共産党埼玉県議会議員団（共産党） 3人
無所属改革の会（改革） 1人
日本維新の会（維新） 1人
無所属 2人

計 93人

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

自
民

田田た
む
ら

た
む
ら村村

　　琢琢た
く
み

た
く
み実実

田た
む
ら村

　琢た
く
み実

自
民
自
民

議
員
名
簿

議
員
名
簿

定
数
93
・
選
挙
区︵
51
︶別

立
候
補
届
け
出
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
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南第14区 桶川市（定数1）南第15区 北本市（定数1）

岡お
か
ち地

　
　優ま

さ
る

自
民

文
教
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

監
査
委
員

新あ
ら
い井   

一か
ず
の
り徳

自
民

議
会
運
営
委
員

企
画
財
政
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

南第２区 川口市（定数7）

立た
て
い
し石

　泰や
す
ひ
ろ広

自
民

議
長

県
土
都
市
整
備
委
員

白し
ら
ね根

　大だ
い
す
け輔

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
財
政
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

岡お
か
む
ら村

ゆ
り
子こ

県
民

総
務
県
民
生
活
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

塩し
お
の野

　正ま
さ
ゆ
き行

公
明

産
業
労
働
企
業
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

萩は
ぎ
わ
ら原

　一か
ず
ひ
さ寿

公
明

議
会
運
営
副
委
員
長

文
教
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
副
委
員
長

南第10区 さいたま市南区（定数2） 南第９区 さいたま市浦和区（定数2）

南第16区鴻巣市（定数2）

宮み
や
ざ
き崎

　吾ご
い
ち一

自
民

文
教
副
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員
長

荒あ
ら
き木

　裕ゆ
う
す
け介

自
民

環
境
農
林
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

野の
も
と本

　怜れ
い
こ子

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

総
務
県
民
生
活
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

髙た
か
ぎ木

　功こ
う
す
け介

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員
長

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
副
委
員
長

林は
や
し

　
　
　薫か

お
る

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

南第17区 志木市（定数1）南第18区 新座市（定数2）

南第７区 さいたま市中央区（定数1）南第８区 さいたま市桜区（定数1）

南第21区 朝霞市（定数2）南第22区 和光市（定数1）

金か
ね
こ子

　裕ゆ
う
た太

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

中な
か
や
し
き

屋
敷
慎し

ん
い
ち一

自
民

議
会
運
営
委
員

総
務
県
民
生
活
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

鈴す
ず
き木   

正ま
さ
と人

自
民

文
教
委
員
長

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

西第１区 所沢市（定数4）

松ま
つ
し
た下

　昌ま
さ
よ代

無
所
属

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

井い
の
う
え上   

　航わ
た
る

県
民

県
土
都
市
整
備
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

城し
ろ
し
た下

の
り
子こ

共
産
党

福
祉
保
健
医
療
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

水み
ず
む
ら村

　篤あ
つ
ひ
ろ弘

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

小こ
ば
や
か
わ

早
川
一か

ず
ひ
ろ博

公
明

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

西第６区 富士見市（定数1）

西第13区 滑川町・嵐山町・
小川町・ときがわ町（定数1）

西第５区 ふじみ野市・三芳町（定数2）

西第12区 東松山市・川島町・吉見町（定数2）

東第10区 三郷市（定数2）

南第３区 さいたま市西区（定数1）

西第７区 川越市（定数4）

渡わ
た
な
べ辺

　
　大だ

い

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員
長

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

伊い
と
う藤

は
つ
み

共
産
党

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

八や

こ子
　朋と

も
ひ
ろ弘

県
民

議
会
運
営
委
員

福
祉
保
健
医
療
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

須す

が賀
　昭あ

き
お夫

自
民

文
教
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

深ふ
か
や谷

　顕け
ん
じ史

公
明

警
察
危
機
管
理
防
災
副
委
員
長

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

北第２区 本庄市・神川町・
上里町（定数2）

松ま
つ
ざ
か坂

　喜よ
し
ひ
ろ浩

県
民

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

横よ
こ
か
わ川

　雅ま
さ
や也

自
民

議
会
運
営
委
員

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員
長

東第１区 行田市（定数1）

北第１区 秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町・東秩父村（定数2）

東第２区 羽生市（定数1）

江え
は
ら原

く
み
子こ

無
所
属

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

杉す
ぎ
た田

　茂し
げ
み実

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員
長

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

東第４区 久喜市（定数2）東第５区 蓮田市（定数1）

梅う
め
ざ
わ澤   

佳よ
し
か
ず一

自
民

企
画
財
政
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

森も
り

　伊い

く

ま

久
磨

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

東第８区 越谷市（定数4）東第９区 八潮市（定数1）東第11区 幸手市・杉戸町（定数1）東第12区 吉川市・松伏町（定数1）

橋は
し
づ
め詰

　昌し
ょ
う
じ児

公
明

議
会
運
営
委
員

県
土
都
市
整
備
副
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

図
書
室
委
員

宇う

だ

が

わ

田
川
幸ゆ

き
お夫

自
民

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員
長

小こ

く

ぼ

久
保
憲け

ん
い
ち一

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

新あ
ら
い井   

　豪ご
う

自
民

文
教
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
委
員

阿あ

さ

み

左
美
健け

ん
じ司

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
長

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

北第４区 熊谷市（定数3）

田た
な
み並

　尚ひ
さ
あ
き明

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
土
都
市
整
備
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

鈴す
ず
き木

ま
さ
ひ
ろ

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

柿か
き
ぬ
ま沼   

貴た
か
し志

自
民

福
祉
保
健
医
療
副
委
員
長

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

東第６区 白岡市・宮代町（定数1）

渡わ
た
な
べ辺

聡そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

栄さ
か
え

　
　寛ひ

ろ
み美

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

白し
ら
と土   

幸ゆ
き
ひ
と仁

自
民

議
会
運
営
委
員

産
業
労
働
企
業
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

東第７区 春日部市（定数3）

美み

た田
　宗む

ね
あ
き亮

自
民

県
土
都
市
整
備
委
員

自
然
再
生・循
環
社
会
対
策
特
別
副
委
員
長

逢あ
い
ざ
わ澤

圭け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

自
民

産
業
労
働
企
業
副
委
員
長

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

吉き

ら良   

英ひ
で
と
し敏

自
民

産
業
労
働
企
業
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
副
委
員
長

日く

さ

か

べ

下
部
伸の

ぶ
み三

自
民

福
祉
保
健
医
療
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

図
書
室
委
員

木き
む
ら村

　勇い
さ
お夫

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
運
営
委
員

環
境
農
林
委
員

人
材
育
成・文
化・ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員

平ひ
ら
ま
つ松   

大だ
い
す
け佑

県
民

文
教
委
員

地
方
創
生・行
財
政
改
革
特
別
委
員

図
書
室
委
員

岡お
か
だ田

　静し
ず
か佳

自
民

副
議
長

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

山や
ま
ね根

　史ふ
み
こ子

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

産
業
労
働
企
業
委
員

危
機
管
理・大
規
模
災
害
対
策
特
別
委
員

図
書
室
委
員

齊さ
い
と
う藤

　邦く
に
あ
き明

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
委
員

諸も
ろ
い井   

真ま
さ
ひ
で英

自
民

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員

少
子・高
齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員

権ご
ん
も
り守

　幸ゆ
き
お男

公
明

総
務
県
民
生
活
委
員

経
済・雇
用
対
策
特
別
副
委
員
長

松ま
つ
ざ
わ澤

　
　正た

だ
し

自
民

総
務
県
民
生
活
委
員

公
社
事
業
対
策
特
別
委
員
長

北第３区 深谷市・美里町・
寄居町（定数3）



埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会 検索

特別委員会 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

意見書・決議 意見書 12件を可決し、国に提出しました。また、決議を１件全会一致で可決しました。（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

企
画
財
政
委
員
会

産
業
労
働
企
業
委
員
会

総
務
県
民
生
活
委
員
会

県
土
都
市
整
備
委
員
会

環
境
農
林
委
員
会

文
教
委
員
会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会
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●豪雨災害対策の更なる推進を求める意見書
●アスベスト対策の拡充を求める意見書
●北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
●警察車両の充実強化を求める意見書
●産前・産後ケアの拡充を求める意見書
●少子化対策における児童手当拡充に関する意見書
●森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

●特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書
●生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書
●薬剤耐性菌感染症のまん延防止の取組体制強化を求める意見書
○適格請求書等保存方式（インボイス制度）の円滑な導入に向けた事業者
　支援の強化等を求める意見書

●北朝鮮による弾道ミサイルの発射に重ねて断固抗議し、制裁措置の厳格
　な履行等を求める決議

　６月 23日、７月３日に常任委員会を開き、条例などの議案の審査などを行いました。審査の結果、議
案６件を原案の通り可決すべきものと決定しました。また、請願１件を不採択とすべきものと決定しました。
　７月５日には特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。

　６月 12日と定例会中の５日間、会議を開き、本会議を円滑かつ効率
的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序な
どについて会派間の協議を行いました。 千葉達也

副委員長
細田善則

委員長
萩原一寿
副委員長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て

現
時
点
で
全
体
の
事
務
量
を

見
通
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、

点
検
作
業
を
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
庁
内
の
関
係
各
課
で
連
携
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情

報
を
秋
ま
で
に
総
点
検
す
る

と
し
た
が
、
一
部
の
自
治
体
か
ら
点

検
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
懸
念
が

表
明
さ
れ
て
い
る
。
県
は
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

埼
玉
県
感
染
防
止
対
策
協
力
金

に
つ
い
て

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

県
営
水
上
公
園
の
利
用
許
可
に

つ
い
て

不
法
残
土
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
対
応
に
対
す
る
検
証
を

踏
ま
え
た
、
令
和
５
年
６
月
２
日
か
ら
の
大
雨
及

び
台
風
第
２
号
へ
の
対
応
と
課
題
」
に
つ
い
て

２
０
３
５
年
ま
で
に
国
内
で

の
新
車
販
売
に
お
け
る
電
動

車
割
合
１
０
０
％
と
い
う
政
府
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、
全
国
一
律
の
税

制
に
お
い
て
、
段
階
的
に
引
き
上
げ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
動
車
税
環
境

性
能
割
の
燃
費
基
準
の
達
成

度
合
い
も
十
分
な
水
準
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
引
き
上
げ

る
の
は
ど
の
よ
う
な
趣
旨
か
。

土
砂
条
例
に
関
す
る
も
の
は

５
件
。
情
報
を
入
手
し
た
ら

速
や
か
に
、
土
地
所
有
者
に
対
し
悪

質
事
業
者
の
事
例
を
説
明
し
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
地
元
の
警
察
や

農
業
委
員
会
な
ど
と
対
応
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
実
施
さ
れ
た
、

盛
土
に
よ
る
災
害
防
止
の
た

め
の
総
点
検
後
、
不
法
盛
土
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

休
業
補
償
以
外
と
し
て
は
、

傷
病
補
償
、
障
害
補
償
、
遺

族
補
償
お
よ
び
、
葬
祭
補
償
に
つ
い

て
、
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
補

償
額
が
算
出
さ
れ
る
た
め
影
響
が
あ

る
。

補
償
基
礎
額
は
休
業
補
償
な

ど
の
額
の
算
定
基
礎
に
な
る

と
の
こ
と
だ
が
、
補
償
基
礎
額
の
改

定
に
よ
り
、
休
業
補
償
以
外
に
は
ど

の
よ
う
な
補
償
に
影
響
が
あ
る
の
か
。

施
行
日
は
７
月
11
日
を
予
定

し
て
い
る
。
全
部
免
除
に
つ

い
て
は
、
４
月
17
日
か
ら
同
月
27
日

ま
で
の
受
付
期
間
に
お
い
て
、
32
名

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

改
正
条
例
の
施
行
日
は
い
つ

か
。
ま
た
、
施
行
日
ま
で
に
、

保
育
士
試
験
に
お
け
る
科
目
の
全
部

免
除
申
請
を
行
っ
た
方
は
何
名
い
る

の
か
。

彩
の
国『
新
し
い
生
活
様
式
』

安
心
宣
言
飲
食
店
＋（
プ
ラ
ス
）

認
証
店
を
対
象
と
し
た
遵
守
状
況
に

係
る
追
跡
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

協
力
金
を
受
給
し
た
後
に
閉
店
し
た

と
み
ら
れ
る
店
舗
は
１
，０
０
０
店
舗

未
満
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

協
力
金
を
受
領
し
た
後
に
閉

店
し
て
い
る
飲
食
店
を
見
か

け
る
が
、
そ
の
よ
う
な
店
舗
の
数
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

本
年
９
、
10
月
の
水
着
撮
影

会
は
、
し
ら
こ
ば
と
水
上
公

園
の
許
可
条
件
を
基
本
と
し
、
関
係

法
令
な
ど
の
遵
守
項
目
を
追
加
し
運

用
す
る
。
令
和
６
年
度
以
降
の
利
用

条
件
は
、
専
門
家
を
交
え
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

新
た
な
利
用
条
件
に
つ
い
て
、

専
門
家
を
交
え
策
定
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
体

制
で
進
め
て
い
く
の
か
。

大
雨
の
前
日
か
ら
、
気
象
台

な
ど
と
連
携
し
説
明
会
を
開

催
。
災
害
発
生
後
は
、
職
員
を
リ
エ

ゾ
ン
と
し
て
派
遣
し
、
被
害
状
況
等

を
聴
取
し
た
。
ま
た
、
災
害
救
助
法

適
用
に
よ
り
発
生
す
る
事
務
手
続
や

住
家
被
害
認
定
調
査
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
大
雨
な
ど
に
つ
い
て
、

市
町
村
に
対
し
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
た
の
か
。

　河川環境の保全・共生につ
いて審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

　地方分権改革および魅力あ
る地域づくりについて審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

　障害者への支援および新型
コロナウイルス感染症への対
応状況について審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

　大規模災害時の対応につい
て審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

　教育改革について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

　県の公社指導について、（公
財）埼玉県産業文化センター、
（公財）埼玉県産業振興公社、
埼玉県下水道公社における改
革の取り組みについて審査

公社事業対策特別委員会

　埼玉県経済の動向と経済・
雇用対策について審査

経済・雇用対策特別委員会

委員会
リポート

report
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県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
県
政
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
よ
り
５
類
と
な
り
ま
し
た

が
、
長
期
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り

事
業
者
さ
ま
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
は
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
６
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
の
大
雨
お
よ
び
台
風
第
２
号

の
影
響
に
よ
っ
て
、
県
南
東
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
会
派
と
し
て
は
大
野
知
事
に
「
台
風
第
２
号
に
伴
う
大
雨
被
害
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

６
月
定
例
会
で
は
、
白
根
大
輔
議
員
が
「
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
延
伸
」
な
ど
12
項
目
、
武
田
和
浩
議
員
が
「
県
内
各
地
域
へ
の
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
」
な
ど
10
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
、
知

事
を
は
じ
め
執
行
部
と
有
意
義
な
議
論
を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
知
事
の
政
策
目
標
で
あ
る
「
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉

県
」
を
実
現
す
る
た
め
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
　田
並

　尚
明

は
じ
め
に
、
本
年
６
月
２
日
か
ら
の
大
雨
及
び
台
風
第
２
号
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
会
派
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
６
月
定
例
会
は
新
た
な
任
期
で
迎
え
る
初
の
定
例
会
で
す
。

会
派
一
同
、
身
の
引
き
締
ま
る
想
い
で
臨
み
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
戸
田
市
選
出
の
金
野
桃
子
議
員
が
立
ち
、
子
育
て

政
策
の
充
実
や
豪
雨
災
害
対
策
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
会
派
で
は

被
害
の
大
き
か
っ
た
越
谷
市
な
ど
の
現
場
を
視
察
し
、
課
題
と
し
て
あ

が
っ
て
き
た
内
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
て
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
と

市
町
村
と
の
連
携
体
制
を
一
層
整
え
る
べ
き
、
と
提
言
し
ま
し
た
。
す

る
と
１
週
間
後
の
県
土
都
市
整
備
委
員
会
に
お
い
て
、
９
月
頃
ま
で
に

市
町
村
の
内
水
ポ
ン
プ
の
運
転
ル
ー
ル
な
ど
を
点
検
す
る
考
え
が
示
さ

れ
対
策
が
前
進
し
ま
し
た
。
今
後
も
県
民
の
防
災
推
進
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

無
所
属
県
民
会
議
は
こ
れ
か
ら
も
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
会
派
一

丸
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

無
所
属
県
民
会
議

代
表
　井
上

　航

今
定
例
会
で
は
、
わ
が
党
か
ら
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
皆
さ
ま
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
条
例
や
県
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
62
項
目
に
わ

た
り
質
疑
・
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
県
議
会
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
議
員
提
案
政
策
条
例
に

つ
い
て
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
な
ど
の
場
面
で
積
極
的
に
ど
う
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
の
か
、
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
案
政
策

条
例
に
対
す
る
基
本
的
な
捉
え
方
や
、
議
員
提
案
政
策
条
例
の
狙
い
を

達
成
す
る
た
め
に
、
知
事
が
行
っ
て
き
た
代
表
的
な
取
り
組
み
事
例
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・
回
復
、
医
師
不
足
解
消
の

た
め
の
奨
学
金
制
度
、
治
水
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し

た
。私

た
ち
埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
現
状
の
社
会
的
課
題

を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
社
会
的
包
摂
）の
考
え
の
も
と
、こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
政
策
立
案
機
能
を
強
化
し
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要

望
に
寄
り
添
う
積
極
的
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
権
守
幸
男
議
員
が
立
ち
ま
し
た
。
権
守

議
員
は
、
物
流
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て
人
材
確
保
対
応
を

質
問
。

知
事
は
、「
企
業
人
材
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
に
お
い
て
人
手
不
足
業

界
に
特
化
し
、
物
流
業
界
向
け
に
も
面
接
会
や
業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
若
者
に
対
す
る
物
流
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
企
業
説

明
会
の
開
催
や
、
よ
り
少
な
い
人
員
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
業
務
の

見
直
し
と
効
率
化
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
向
け
た
相
談
や
Ｉ

Ｔ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
答
弁
。

ま
た
、
災
害
時
の
被
害
情
報
の
収
集
で
正
確
性
と
ス
ピ
ー
ド
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
を
質
問
。
危
機
管
理
防
災
部
長
か
ら
、
災
害
時

の
迅
速
な
被
害
情
報
報
告
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
町
村
担
当
会
議
や

図
上
訓
練
の
場
で
周
知
し
て
い
く
旨
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

現
場
感
に
立
っ
た
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
新
人
２
人
を
含
む
全
員
が
、
委
員
会
で
の
質
問
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
公
明
党
議
員
団
は
ど
こ
ま
で

も
現
場
主
義
で
、
県
民
の
声
の
実
現
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

団
長
　蒲
生
　徳
明

本
定
例
会
で
は
会
派
を
代
表
し
て
伊
藤
は
つ
み
議
員
が
一
般
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。
６
月
２
日
か
ら
の
大
雨
被
害
に
つ
い
て
、
床
上
浸
水
は

法
の
支
援
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
県
の
制
度
拡
大
を
求
め
、
さ
ら

に
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
県
立
高
校
入
学
時
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
に

つ
い
て
、
全
額
公
費
で
の
購
入
と
経
済
的
理
由
で
購
入
困
難
な
場
合
の

貸
し
出
し
制
度
の
周
知
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
の
準
統
一
化
に
向
け
て
、
県
の
運
営
方
針
原
案
が
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
な
ど
の
市
町
村
独
自
の
減

免
ま
で
後
退
さ
せ
て
し
ま
う
統
一
化
は
中
止
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

知
事
提
出
議
案
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
規
制
を
大
幅
に
緩
和
す

る
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
会
派
と
し
て
「
条
例
に
よ
っ
て
歩
行
者
と
の

接
触
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
人
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
規
制
緩
和
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願
の
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団

団
長
　城
下
　の
り
子

詳しい放送スケジュールは、随時ホームページでお伝えいたします。▶︎

主要会派代表者に聞く
8月27日（10時〜10時30分）

常任委員会だより
9月24日（10時〜10時30分）

放送予定日

県議会県議会
クイズクイズ

Q 〇〇に当てはまる数字は何でしょう。
現在県議会では、第〇〇回埼玉県議会フォト
コンテストの作品を募集中です！

　はがきに下記のようにご記入の上、８月 24日（木）（当日消印有効）までにお送りください。
正解者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。当選者の発表は、プレゼントの発送をもって
代えさせていただきます。対象は、埼玉県内に在住・在勤・在学している方のみとなります。

【個人情報の取り扱い】
応募はがきは、抽選とプレゼントの発送以外の目的には使用いたしません。

図書カード（1,000円分）… 20名様

県議会ホームページからもご応募いただけます。▶

プレゼント

県議会マスコット
「ポッポ」

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく紹介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもあります。ぜひご覧ください！

日曜日

から
午前10時

夏のフォローキャンペーンを
開催中！Twitter

県議会広報テレビ番組 テレ玉（地デジ３チャンネル）

63円 〒330-9301
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

１. クイズの答え
２. 郵便番号
３. 住所
４. 通勤通学先の市町村
　 名（県外にお住まい
　  の方のみ）
５. 氏名・年齢
６. 希望するプレゼント
７. 埼玉県議会だよりに
　  関するご意見

８面をよ〜く読んでね！ヒント

「こんにちは県議会です」

9月1日（金）まで

①県議会公式ツイッター
　（@saitamakengikai）をフォロー
②フォローキャンペーンのツイートを
　リツイートしてくださいね！

現在、埼玉県議会公式 Twitter では素敵なプレゼントが
当たるフォローキャンペーンを開催中！
ぜひご参加ください。

　委員会へのオンライン出席の特例に
「育児、介護などのやむを得ない事由」
を追加するため改正されました。
　県議会では議員活動と育児、介護など
の両立のため、育児、介護などやむを得
ない事由により委員会への招集が困難な
委員に対し、委員会へのオンラインによ
る出席が行えるようにしました。

　６月定例会から、県議会では本会議や
委員会などにおける服装について、各議
員が良識をもって判断することになりま
した。
　これは県議会として、多様性への配慮
や個性の尊重に資するとともに、地球温
暖化対策および省エネルギーのさらなる
推進を図るために取り組むものです。

埼玉県議会委員会規程の
一部を改正しました

埼玉県議会における
服装について

県議会公式
Twitter は

こちらから▼
応募方法

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

団
長
　田
村
　
　実



この広報紙は、点字版とデイジー版（音声のみ）も発行しています。
ご希望の方は県議会事務局政策調査課広報担当（TEL.048-830-6257）にご連絡ください。 8

再生紙を使用しています。

埼玉県議会だよりNo. 174令和 5 年（2023 年）8 月 5 日（土）

立石泰広議長…　きっかけは幼少期にあります。
小さい頃、祖父母の家に遊びに行くと、時々、ホー
ムレスが訪れ、祖母がホームレスにおにぎりを作っ
てあげていました。困っている人がいれば助ける、
できる人ができることをするということを見て育っ
たことが、きっかけの一つです。
　また、青年会議所で活動をするうちに、議員に

なって、地域や人のために
何かできないかと思い、29
歳で選挙に挑戦し、議員
生活がスタートしました。

岡田静佳副議長…　政治
家を志したきっかけは、一
般市民の皆さんの声に耳
を傾け、その声を市政に
届けたいと思い、29 歳の立石泰広議長

時に、所沢市議会議員に立候補しました。

立石泰広議長…　吉田松陰先生の名言である「至
誠」という言葉です。「至誠」とは、きわめて誠実
なことを言います。また、「まごころ」という意味
もあります。この「至誠」という言葉を常に自分の
根本に置いて、活動しています。

岡田静佳副議長…　座右
の銘というか、「しずかは
静かにしていません！」を
モットーに活動しています。
県民の皆さまのご期待に
お応えできるよう、しっか
り声をあげて頑張っていき
たいと思っています。

立石泰広議長と岡田静佳副議長に聞く

立石泰広議長…　新たな 93 名の議員で構成され
た埼玉県議会であります。多くの新人の方も当選
し、私と一緒に、議会運営の先頭に立つ副議長も
県政史上初めて女性になりました。男女で協働し
て県議会を前進させる絶好の機会と考えています。
昨年、議事堂に女性専用の休養室を設置し、環境
の整備を進めてきましたが、傍聴席に子どもを連
れて傍聴できるスペースはありません。副議長と
意見交換し、課題を洗い出し、改善できるよう改
革をしていきたいと思います。

岡田静佳副議長…　二元代表制の一翼を担う我々
県議会が、知事をはじめとする執行部の監視を行
うのみならず、積極的かつ能動的に政策提言をす
ることによって責任を果たしていくことが重要であ
ると考えます。そして、立石議長と共に公正かつ
円滑な議会運営に努め、県政の更なる発展のため
に全力で取り組んでいきます。

第19回
埼玉県議会

フォトコンテスト
作品募集中！

どなたでもご応募いただけます！
複数の応募も可能です！
入賞作品の中から、「埼玉県議会だより」の表紙や
県議会ホームページなどに使用する写真を選ばせて
いただきます。

フォトコンテスト▲
募集ホームページ

応募条件
・令和3年1月1日以降に撮影された未発表のもの
・埼玉県内で撮影されたもの　
・合成写真、組写真は不可
・カラー写真 （セピアなどは不可）

応募
締め切り

金曜日
11/10

一般写真部門
埼玉の「四季」
自由（フリーテーマ）

テーマ
テーマ

●🅐🅐
●🅑🅑

埼玉県議会議長賞
埼玉県議会副議長賞 
入　選

2点
2点

14点 

・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

（🅐🅐・🅑🅑 各 1 点）
（🅐🅐・🅑🅑 各 1 点）
（🅐🅐・🅑🅑 各 7 点）

モバイル写真部門
埼玉の「四季」
埼玉の「○（まる）」

テーマ
テーマ

●🅐🅐
●🅑🅑

宛先：s-gikai@bz04.plala.or.jp
件名：県議会フォトコンテスト応募

メールアプリが
起動します▶️

ベストショット賞 
入　選
特別賞

2点
4点 

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

若干数   

（🅐🅐・🅑🅑 各 1 点）
（🅐🅐・🅑🅑 各 2 点）

・・・・・・・・・・・・・・

第18回
入賞作品

議
長
賞

「
思
い
出
に
残
し
て
」

ベ
ス
ト
シ
ョッ
ト
賞

「
春
満
喫
」

議
長
賞

「
そ
っ
と
近
付
く
・
・
・
」

ベ
ス
ト
シ
ョッ
ト
賞

「
ハ
ム
ス
タ
ー
可
愛
い
ね
」

A4または四つ切り（ワイド可）
※上記以外のサイズ（サービス判など）は受け付けできません。

作品送付先 作品送付先
〒 330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1
埼玉県議会事務局 政策調査課 広報担当

募集チラシ裏面の応募用紙（コピー可）を作品の裏
に貼付して、下記送付先宛てに郵送していただくか、
直接お持ちください。
募集チラシは、県議会事務局や各市町村などでお配
りしているほか、県議会ホームページからもダウン
ロードできます。

携帯電話、スマートフォンで撮影された
２～５メガ程度の画像データ（JPEG）
下記の二次元コードからメールアプリを起動し、メー
ル本文に記載された項目を入力して、応募作品を添
付して送付してください。
※県議会ホームページからもご応募できます。
※特別賞は 30 歳未満の方の作品が対象です。

座右の銘は何ですか？

今後の抱負政治家を志したきっかけを
お聞かせください。

県議会マスコット
「ポッポ」

2008年にアメリカカリフォルニア州で始まった、短時間で、誰でも、
どこにいても実施できる防災訓練です。時間になりましたら、それぞ
れの自宅・学校・職場等で訓練を実施してください。主催者からの
合図はありません。

シェイクアウト訓練のあとは、さらにプラスワンの取り組みとして、災
害用伝言ダイヤル（171）の体験利用などをしてみましょう。
（災害用伝言ダイヤルは防災週間や毎月1日と15日などに体験利用できます）

参加方法①  電子申請サービスで登録
パソコン・スマートフォンから
お申し込みください。

参加方法②  FAXで登録
登録様式はHPからダウンロードできます。
必要事項を記入のうえ、送信してください。
埼玉県議会事務局総務課 総務・IT・情報公開担当
FAX 048-830-4921
登録をいただいた場合、ご希望により団体名をHPに掲載します

埼玉県議会ホームページ
https://www.pref.saitama.lg.jp/e1601/gikai-shakeout/index.html

詳細はこちら

シェイクアウト訓練は、2008年にアメリカカリフォ
ルニア州で始まった、短時間で、誰でも、どこにい
ても実施できる防災訓練です。時間になりました
ら、それぞれの自宅・学校・職場等で訓練を実施し
てください。主催者からの合図はありません。

シェイクアウト訓練の後は、さらにプラスワ
ンの取り組みとして災害用伝言ダイヤル
（171）の体験利用などをしてみましょう。
（災害用伝言ダイヤルは防災週間や毎月
１日と１５日などに体験利用できます）

以下は個人以外の団体等の場合にご記入をお願いします

参加形態（必須）

参加予定人数（必須）

個人 ・ 家族
医療 ・ 福祉関係
小 ・ 中学校
町内会
公的機関
その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

埼玉県議会事務局総務課 総務・IT・情報公開担当

下記に必要事項を記入のうえ、この面をFAXにて送信してください。

下記のURLにアクセスするか、右の二次元コードを読み込み、参加登録ページからお申し込みください。
埼玉県電子申請・届出サービス https://apply.e-tumo.jp/pref-saitama-u/offer/offerList_detail?tempString=shakeout

参加方法② FAXで登録

参加方法① 電子申請サービスで登録

FAX 048-830-4921

人

埼玉県議会事務局総務課 総務・IT・情報公開担当お問合せ先
048-830-6215 a6210@pref.saitama.lg.jp

9月1日11:58 左記以外（　　　　　　　　　）

災害用伝言ダイヤル（171）の体験利用
マイ・タイムラインの作成
ハザードマップの確認
備蓄品の確認
その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

避難場所の確認
避難経路の確認

企業 ・ 団体
保育園 ・ 幼稚園
高校 ・ 大学
自主防災組織
地方自治体

所在市町村（必須）

参加予定日時（必須）

はい いいえ埼玉県議会ホームページ等に参加団体として掲載してよろしいですか。

組織・団体名

プラスワンで実施予定の
取り組み（任意）

（ 市 ・ 町 ・ 村 ）

日本シェイクアウト提唱会議の
認定を受けています。

シェイクアウト訓練とは

シェイクアウト+１（プラスワン）訓練

にぜひ参加登録をお願いします。

岡田静佳副議長


